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EPO/GEOCの紹介
・「環境パートナーシップオフィス（EPO）」
全国８ブロックにある、環境問題に取り組む組織や個人のつなぎ手。

・「地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）」
地方EPOを束ねる全国組織。



EPO/GEOCの役割

行政

企業

学校
NPO

パートナー
シップ

環境問題
の解決！

EPO

GEOC

・環境問題に関する情報発信
・環境NPOの基盤強化
・NPOと行政や企業との出会いの場づくり
（環境省が設置し、NPOが運営を行う）



持続可能な開発目標（SDGs）

・2015年9月の国連総会にて採択
・2030年を達成期限とする17のゴール、169のターゲット



地域循環
共生圏

• 都市と農村漁村による、
自立分散・相互連携の
社会像（ローカル
SDGs）

• 都市は農山漁村が供給
する生態系サービスに
支えられている。

• 農山漁村の健全性が保
たれるような都市から
の矢印（資金や人材、
情報）も重要。



担い手は誰か？



今日の
主な内容

◼「持続可能な社会」とは？
◼SDGs

◼ローカルSDGs

◼「実現のために必要なプラッ
トフォーム」とは？
◼自立した地域づくり

◼商社機能



「持続可能な社会」の
認識を共有をする



SDGsとは・・・

全人類が、これから先も、

地球上で、豊かに暮らし続けていく

ために、今！取り組まなければなら

ない17個の課題。



根本的な課題

地球の限界 人権の保障



SDGsができる過程

国連持続可能な開発会議リオ＋20（2012.6）

オープン・ワーキング・グループ全13回（2013~2014.7）

女性、若者など多様な人の声

720万人が参加した調査結果

100万人の協議の報告書



Transforming our world: 

the 2030 Agenda for 

Sustainable Development

私たちの社会を変革する
持続可能な開発のための

2030アジェンダ



持続可能な開発目標（SDGs）

・2015年9月の国連総会にて採択
・2030年を達成期限とする17のゴール、169のターゲット



健全な環境の中で、健全な社会は成り立ち、
健全な社会の中で、健全な経済は成り立つ。
その逆はあり得ない。

（出典）ストックホルムレジリエンスセンター



視点を世界から、
日本、そして地域へ



地域が置かれている状況を
定量的/定性的に
適切に把握をする



SDGsがあってもなくても、
地域の課題は複雑に絡み合っている

環境の問題 経済の問題 社会の問題

問題は重なりあっており、
地域の持続可能性が問われている。



ローカルSDGs
プラットフォーム

• 日本独自のローカル指標
を策定。

• 都道府県・市区町村にお
ける相対スコアを明示。

• SDGsに関する独自の取組
やインタビューも掲載。



横須賀の状況



横須賀再興プラン

出典：「横須賀再興プラン-横須賀市実施計画-」（2018年横須賀市）



横須賀が抱えている課題とは…

人口減少？
高齢者福祉は？環境は？子どもの教育は？
ジェンダー平等は？地域経済は？

課題は根本でつながりあっており、
統合的なアプローチが必要。



SDGsでも重要視される
統合的アプローチ

（統合されたアプローチの重要性）これらの主要な
会議及びサミットの課題並びにコミットメントは、
相互に関連しており、統合された解決が必要である。
これらに効果的に対処するために、新たなアプロー
チが必要である。持続可能な開発が意味するところ
では、すべての形態及び側面の貧困撲滅、国内的・
国際的不平等との戦い、地球の維持、持続的・包摂
的・持続可能な経済成長を作り出すこと、並びに社
会的包摂性を生み出すことは、お互いに関連し合っ
ており、相互に依存している。



SDGsをローカルレベルで達成
するためには。

地域の統合的な課題を対処する
ためには。



実現のために必要な
プラットフォームとは



社会構造の変化

地域社会を支えてきたが、少子高齢化が加速・・・

産 官 学 民
で、

産 官 学 民
そこで、人口が減っても自治に関わる人を増やす。

産 官 学 民
この部分を支える戦略が重要



自立した地域づくりの過程

①話を聞きに行く

③ストーリーを事業にする

②地域のコンセプトを描く

③みんなで目指す目標を立てる

まずは、地域の様々な、特に自
分たちにとって異質な関係者の
話を聞きに行く。

地域の課題や資源、ありたい将
来像を議論し、言語化していく。

適切に進捗を評価するためには、
ある程度共通のモノサシを持っ
ておく。

継続的な地域づくりのために必
要となる経営資源を循環できる
仕組みを作る。

出典：「環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくり構想策定の手引き」（2020年環境省）をもとに作成



ストーリーを事業にする

税金・ボランティアに依存した社会課題解決は早晩
限界を迎える。

経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）を地域内で循
環＋地域外から調達することによって、社会課題解
決を継続的に行っていける環境を整えなくてはいけ
ない。

そのために、地域にある資源に目を向け、新しいサ
プライチェーンを構築する。



地域商社とは

• 農産品、工芸品など地域に眠る魅力ある産品やサービスの販路を、生産者に代
わって新たに開拓し、１円でも高く生産者から産品を買い取れるよう、市場から
従来以上の収益を引き出す役割を担う。

• 魅力ある地域の商材に即してマーケティング・販路開拓を行い、その収益と市場
の生の声を生産者にフィードバックする。その後段階を追って、他地域との連携、
観光等異分野との連携なども進め、域外から投資を呼び込めるようなビジネスモ
デルをプロデュース。地域の事業インフラ整備にも貢献する。

生
産
者

地域商社

• 地域産品のマーケテイング・販路開拓
• 他地域との連携、観光等異分野連携も含
めたビジネスモデルのプロデユース
• 地域の事業インフラへの再投資
→ 物流環境、人材育成、創業支援など

魅力ある産品

収益・顧客の声

新たな販路

海外市場

域外市場

他地域の
地域商社

まちづくり
観光など

域内市場

地域間連携異分野連携

出典：まち・ひと・しごと創生本部会合資料をもとに作成



全体財源の獲得
（事業収入、融資等含む）

支援性資金の獲得
（会費助成金等含む）

寄付集め

（出典）日本ファンドレイジング協会

財源名 内容

寄付 活動に共感した人が提供する資金。

会費 団体の活動に賛同し、その一員にな
ることで支払う資金。

助成金 事業創造、設備投資等を行うために、
企業、行政等から助成される資金。

委託金 行政等から事業の企画、進行を委託
され、それを執行するための資金。

事業収入 対象者にサービスを提供し、対価を
受け取る資金。

融資 金融機関等からの融資。(原則、返
済義務あり)

ファンドレイジングと6大財源

狭義

一般

広義



プラットフォームのあり方を
変革する
静的なプラットフォーム 動的なプラットフォーム

行政主導 民間主導

枠組みありき 課題解決ありき

参加者に権限と責任
がない

参加者に権限と責任
がある

決まっている予算内
で取組を実施する

取組に応じて必要な
予算を獲得する



ご清聴ありがとう
ございました。
eguchi@epc.or.jp


